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「組み合わせ」で新たな価値を創造 〜再上場を機に、さらなる成長へ〜
株主の皆様におかれましては、平素より格別のご支援、ご厚

情を賜り、心よりお礼申し上げます。

東京証券取引所市場第二部への再上場
私ども、ウェーブロックホールディングス株式会社は、おかげ

さまをもちまして、2017年4月、東京証券取引所市場第二部
に株式を再上場いたしました。これは2009年7月の非上場化
から、およそ8年ぶりの上場となります。樹脂材料価格に大き
く影響を与える原油価格の歴史的高騰に端を発し、大株主の
株式売却意向、さらにはリーマンショックと、8年前の当社は、
我々にはコントロールの出来ない大海の嵐の中で翻弄される
存在でした。そこで、非上場化という港に一旦停泊し、嵐を避
けるとともに、停泊期間を利用して会社の再構築を進めてまい
りました。

事業の再構築、「仕組み」で稼ぐ体制へ
インテリア事業における工場の整理統合、株式会社サンゲツ

との業務資本提携、工場生産能力の大幅アップ。編織事業にお
ける海外工場の立ち上げ。産業資材・包材事業における製販分
離。アドバンストテクノロジー事業における新規事業の立ち上
げ。当初の想定以上の年月を費やす結果とはなりましたが、こ
の8年の間に会社の中身は、企業文化においても、事業内容に
おいても、大きく変わったと考えております。グループの一体感、

「仕組み」で稼ぐ体制、新しいことに前向きに取り組む姿勢な
ど、8年前に比べると格段に進歩したと実感しております。また、
これまでの進歩が、まだまだ結果に繋がっていない、今以上に
業績という形で表わせるはずだとも感じております。

「組み合わせ」による、付加価値創造、
安定的・継続的成長

当社の原点であるウェーブロック®という製品は、樹脂シー
トと糸との「組み合わせ」から付加価値を生み出す製品です。
一つ一つの素材は単純なものでありながら「組み合わせる」こ
とで、単体では成し得ない付加価値を生み出します。当社の事
業分野の多くは成熟市場にあり、決して華々しい成長が期待
できる市場だとは考えていません。しかしながら、樹脂加工と
いう切り口を横串にして、異なる市場をターゲットとする事業
を「組み合わせる」こと、さらには、他にはない事業の「仕組み」
を持つことで、グループとして「安定的」かつ「継続的」に成長
できる体制を構築できるものと考え、非上場の8年間はそのた
めに時間を費やしてまいりました。

再び大海原へ
再上場を通じ、8年ぶりにようやく出港し、大海原に出ること

が出来ました。この先、向かい風で苦労する時や、予期せぬ嵐
に出会うこともあると思いますが、グループとして、しっかりと
船団を組み、目指すべき目的地に向けて日々邁進する所存で
すので、株主の皆様におかれましては引き続きご支援、ご声援
を宜しくお願い申し上げます。

2017年12月
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（注）個人・その他に、自己株式を含めています。

 所有者別株式数構成比率

発行可能株式総数.................................................44,440,000株
発行済株式の総数.................................................11,120,538株
株主数................................................................................ 3,679名
上場証券取引所...............................東京証券取引所 市場第二部
証券コード番号.......................................................................7940

 株式の状況	 （2017年9月30日現在）

株主名 持株数 
（千株）

持株比率
（％）

株式会社サンゲツ 2,470 22.21
自己株式 1,202 10.82
ENTIRE HOLDING GROUP LTD. 876 7.88
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口) 604 5.43
BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC 
ISG（FE-AC） 474 4.27

資産管理サービス信託銀行株式会社
（証券投資信託口） 269 2.42

株式会社ＳＢＩ証券 229 2.06
木根渕 純 213 1.92
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 192 1.73
田村 健 170 1.53

 大株主（上位10名）

成田工場
●インテリア事業

大連工場
●編織事業

袋井工場
●編織事業

掛川工場
●編織事業

一関工場
●インテリア事業
●産業資材・包材事業
●アドバンストテクノロジー事業

古河工場
●産業資材・包材事業
●アドバンストテクノロジー事業

本社
ウェーブロックホールディングス㈱
● ㈱ウェーブロックインテリア
● ダイオ化成㈱
● ㈱イノベックス
● 日本ウェーブロック㈱
● ㈱ウェーブロック・アドバンスト・テクノロジー

商 号 ウェーブロックホールディングス株式会社
（Wavelock Holdings Co., Ltd.）

代 表 者 代表取締役 兼 執行役員社長 木根渕 純
代表取締役 兼 執行役員副社長 福田 晃

設 立 1964年（昭和39年）6月20日
事 業 内 容 持株会社、グループ全体の戦略策定、

資源配分、経営管理
資 本 金 21億8,504万円
本 社 〒104-0044 

東京都中央区明石町8-1 聖路加タワー13F
従 業 員 数 （単独）35人 （連結）750人
グループ会 社 連結子会社13社／非連結子会社1社

持分法適用会社1社
主 要 子 会 社 株式会社ウェーブロックインテリア（インテリア事業）

ダイオ化成株式会社（編織事業）
株式会社イノベックス（産業資材・包材事業）
日本ウェーブロック株式会社（産業資材・包材事業）
株式会社ウェーブロック・アドバンスト・テクノロジー

（アドバンストテクノロジー事業）

 会社概要 （2017年9月30日現在）

● 当社グループの主な拠点

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
期 末 配 当 金 株主確定日 3月31日
中 間 配 当 金 株主確定日 9月30日
単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 当社の公告方法は、電子公告としております。

ただし、事故その他のやむを得ない事由によっ
て電子公告による公告をすることができない
場合は、日本経済新聞に掲載して行います。な
お、電子公告は当社のウェブサイトに掲載して
おり、そのアドレスは次のとおりです。
http://www.wavelock-holdings.com/

株 主 名 簿 管 理 人
および 特 別 口 座
の 口 座 管 理 機 関

みずほ信託銀行株式会社
東京都中央区八重洲1-2-1
みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

同 事 務 取 扱 場 所 〒168-8507 東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
フリーダイヤル 0120-288-324

（土・日・祝日を除く 9:00〜17:00）

 株主メモ

●	株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきまし
ては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっ
ております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管
理人（みずほ信託銀行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。

●	特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、みずほ信託銀
行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（みずほ
信託銀行）にお問合せください。なお、みずほ信託銀行全国各支店にてもお取次
ぎいたします。



当社の事業は以下の4セグメントに分かれています。各種プラスチックと繊維、紙等を原材料とした複合素材の製造・加工を行っています。

9,600（予）9,103

2018年
3月期

2017年
3月期

（単位：百万円）売上高

戦略

●建設仮設資材・農業資材・工業材料から、食品包材・一般雑貨用など、多岐
にわたる分野へ供給し、多くの製品で高いマーケットシェアを獲得

高付加価値製品の開発
海外展開

産業資材・包材事業 樹脂製フィルム、
シート等の製造・販売

防煙垂れ壁

PPシート
パディオ®

PSシート食品包装用資材スクリーンメッシュ

ターポリン防炎ホワイトガードメッシュシート 林業資材網

9,000（予）8,290

2017年
3月期

（単位：百万円）売上高

戦略

●壁紙のトップメーカー ●壁紙ブランドメーカートップの㈱サンゲツとの業務
資本提携により中長期的視点に立った取り組みが可能に

㈱サンゲツとの業務資本提携
設備投資により製造力・コスト競争力アップ

インテリア事業 壁紙製品等の
製造・販売

3,600（予）3,341

2018年
3月期

2017年
3月期

（単位：百万円）売上高

戦略

●独自性の高い技術の追求により次世代の付加価値製品を開発 ●金属調
加飾フィルムは環境規制と自動車のインテリジェンス化で、金属めっきや金属
に替わる素材として期待が高まる

自動車のインテリジェンス化の追い風に乗り、国内外で事業拡大

アドバンストテクノロジー事業 金属調加飾フィルム、
高機能多層シート等の製造・販売

8,350（予）8,374

2018年
3月期

2017年
3月期

（単位：百万円）売上高

戦略

●合成繊維製網のトップメーカー ●出荷量の変動に対応する独自の物流管
理システムを構築し、ホームセンターの需要に柔軟に対応し、取引を拡大

国内実績をベースに海外展開

編織事業 樹脂製網製品等の
製造・販売

グラビア
エンボス製品

ロータリ―製品壁紙ベース

遮光ネット

防風網 住宅用防虫網

農業用ビニールシート 自動車関連
スーツケース

前面板

センターコンソールシフトノブ周り

ホイールキャップ ドアハンドル

（単位：百万円）売上高

2016年3月期 2018年3月期2017年3月期

（単位：百万円）営業利益

2016年3月期 2018年3月期2017年3月期

（単位：百万円）経常利益

2016年3月期 2018年3月期2017年3月期

（単位：百万円）親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（単位：円）1株当たり四半期（当期）純利益 （単位：円）1株当たり配当金

904

2,170（予）

1,696

740

1,800（予）

1,359
25,055

28,100（予）26,886

2016年3月期 2018年3月期2017年3月期 2016年3月期 2018年3月期2017年3月期 2016年3月期 2018年3月期2017年3月期

365

1,600（予）

1,107

33.14

162.25（予）

106.19

0.00

25.00（予）

0.00

13.00

第2四半期累計 通期

第2四半期累計 通期第2四半期累計 通期

第2四半期累計 通期第2四半期累計 通期

4,027 4,478

4,869 1,8154,869

4,027 4,478

98890314,010 716 64.43

1,8154,8224,822 1,6431,643

4,6304,630

2018年
3月期

4,3414,341

1,118 1,29714,381 12.00954 97.36

連 結 財 務 諸 表 （ 要 約 版 ）事 業 別 の 概 況 （ 連 結 ）

前第2四半期末 
2016年9月30日現在

当第2四半期末 
2017年9月30日現在

前期末 
2017年3月31日現在

資産の部

流動資産 15,495 15,936 15,240 

固定資産 13,658 13,166 13,301 

　　有形固定資産 12,089 11,698 11,868 

　　無形固定資産 221 269 246 

　　投資その他の資産 1,347 1,198 1,186

資産合計 29,153 29,102 28,541

負債の部

流動負債 12,382 11,097 10,566

固定負債 7,592 7,971 9,017

負債合計 19,975 19,069 19,583

純資産の部

株主資本 9,058 9,830 8,729 

その他の包括利益累計額 73 177 170

新株予約権 7 6 7

非支配株主持分 38 18 50

純資産合計 9,178 10,032 8,957

負債純資産合計 29,153 29,102 28,541

前第2四半期 当第2四半期 前期

売上高 14,010 14,381 26,886 
売上原価 10,614 10,805 20,628 
売上総利益 3,396 3,575 6,257 
販売費及び一般管理費 2,492 2,457 4,897 
営業利益 903 1,118 1,359 
営業外収益 232 259 465
営業外費用 146 80 129
経常利益 988 1,297 1,696
特別利益 0 0 16
特別損失 3 0 146
税金等調整前
四半期（当期）純利益 985 1,298 1,566

法人税等 261 338 442
四半期（当期）純利益 724 959 1,123
非支配株主に帰属する
四半期（当期）純利益 7 4 15

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益 716 954 1,107

（注）各セグメントの売上高は調整前の内部売上高を含めています。

連 結 財 務 ハ イ ラ イ ト

2016年4月 1日〜
2016年9月30日

2017年4月 1日〜
2017年9月30日

2016年4月 1日〜
2017年3月31日

（注1） 2016年3月期第2四半期および2017年3月期第2四半期については四半期連結財務諸表を開示していませんが、2017年3月期第2四半期については、有限責任監査法人トーマツにより、東京証券取引所の「有価証券上場規程」第204条第6項の規定に基づき四半期レビューが実施された「新規上場のための四半期報告書（第54期第2四半期）」の数字を掲載しています。　（注2） 記載金額は、百万円未満を切捨てによって表示しています。

 四半期連結貸借対照表	 （単位：百万円）  四半期連結損益計算書	 （単位：百万円）

前第2四半期 当第2四半期 前期

営業活動による 
キャッシュ・フロー 1,970 1,275 3,195

投資活動による 
キャッシュ・フロー △1,660 △348 △2,161

財務活動による 
キャッシュ・フロー 486 △688 △822

現金及び現金同等物に 
係る換算差額 55 △5 75

現金及び現金同等物の 
増減額（△は減少） 851 233 288

現金及び現金同等物の 
期首残高 1,773 2,062 1,773

現金及び現金同等物の 
四半期末（期末）残高 2,625 2,295 2,062

2016年4月 1日〜
2016年9月30日

2017年4月 1日〜
2017年9月30日

2016年4月 1日〜
2017年3月31日

 四半期連結キャッシュ・フロー計算書	 （単位：百万円）
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17.43％

その他の法人
23.02％

個人・その他
38.93％

（注）個人・その他に、自己株式を含めています。

 所有者別株式数構成比率

発行可能株式総数.................................................44,440,000株
発行済株式の総数.................................................11,120,538株
株主数................................................................................ 3,679名
上場証券取引所...............................東京証券取引所 市場第二部
証券コード番号.......................................................................7940

 株式の状況	 （2017年9月30日現在）

株主名 持株数 
（千株）

持株比率
（％）

株式会社サンゲツ 2,470 22.21
自己株式 1,202 10.82
ENTIRE HOLDING GROUP LTD. 876 7.88
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口) 604 5.43
BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC 
ISG（FE-AC） 474 4.27

資産管理サービス信託銀行株式会社
（証券投資信託口） 269 2.42

株式会社ＳＢＩ証券 229 2.06
木根渕 純 213 1.92
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 192 1.73
田村 健 170 1.53

 大株主（上位10名）

成田工場
●インテリア事業

大連工場
●編織事業

袋井工場
●編織事業

掛川工場
●編織事業

一関工場
●インテリア事業
●産業資材・包材事業
●アドバンストテクノロジー事業

古河工場
●産業資材・包材事業
●アドバンストテクノロジー事業

本社
ウェーブロックホールディングス㈱
● ㈱ウェーブロックインテリア
● ダイオ化成㈱
● ㈱イノベックス
● 日本ウェーブロック㈱
● ㈱ウェーブロック・アドバンスト・テクノロジー

商 号 ウェーブロックホールディングス株式会社
（Wavelock Holdings Co., Ltd.）

代 表 者 代表取締役 兼 執行役員社長 木根渕 純
代表取締役 兼 執行役員副社長 福田 晃

設 立 1964年（昭和39年）6月20日
事 業 内 容 持株会社、グループ全体の戦略策定、

資源配分、経営管理
資 本 金 21億8,504万円
本 社 〒104-0044 

東京都中央区明石町8-1 聖路加タワー13F
従 業 員 数 （単独）35人 （連結）750人
グループ会 社 連結子会社13社／非連結子会社1社

持分法適用会社1社
主 要 子 会 社 株式会社ウェーブロックインテリア（インテリア事業）

ダイオ化成株式会社（編織事業）
株式会社イノベックス（産業資材・包材事業）
日本ウェーブロック株式会社（産業資材・包材事業）
株式会社ウェーブロック・アドバンスト・テクノロジー

（アドバンストテクノロジー事業）

 会社概要	 （2017年9月30日現在）

● 当社グループの主な拠点

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
期 末 配 当 金 株主確定日 3月31日
中 間 配 当 金 株主確定日 9月30日
単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 当社の公告方法は、電子公告としております。

ただし、事故その他のやむを得ない事由によっ
て電子公告による公告をすることができない
場合は、日本経済新聞に掲載して行います。な
お、電子公告は当社のウェブサイトに掲載して
おり、そのアドレスは次のとおりです。
http://www.wavelock-holdings.com/

株 主 名 簿 管 理 人
および 特 別 口 座
の 口 座 管 理 機 関

みずほ信託銀行株式会社
東京都中央区八重洲1-2-1
みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

同 事 務 取 扱 場 所 〒168-8507 東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
フリーダイヤル 0120-288-324

（土・日・祝日を除く 9:00〜17:00）

 株主メモ

●	株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきまし
ては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっ
ております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管
理人（みずほ信託銀行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。

●	特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、みずほ信託銀
行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（みずほ
信託銀行）にお問合せください。なお、みずほ信託銀行全国各支店にてもお取次
ぎいたします。


